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2018年11月期第２四半期 ハイライト

売上高 532.3億円 （前年同期比 2.4％増↑）

営業利益 35.7億円 （前年同期比 12.4％減↓）

経常利益 38.2億円 （前年同期比 3.9％減↓）

親会社株主に帰属する

四半期純利益 23.0億円 （前年同期比 13.4％減↓）

2018年11月期第２四半期実績は前年同期比で増収減益
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Ⅰ.2018年11月期第２四半期 実績



第2四半期実績 前年同期比増減 業績予想進捗

2016/11期 2017/11期 2018/11期 金額
比率
（％）

（％）

売上高 49,603 51,980 53,230 1,250 2.4% 47.1%

営業利益 3,936 4,082 3,576 -505 -12.4% 44.7%

営業利益率 7.9％ 7.9％ 6.7％ -1.2% - -

経常利益 3,919 3,985 3,828 -157 -3.9% 45.0%

特別損益 691 55 -92 -147 - -

親会社株主に帰属
する四半期純利益 3,084 2,660 2,304 -356 -13.4% 43.5%

5

連結業績の概要について

2018年11月期第2四半期の業績は、人とみらい開発事業や生活流通事業が好調に
推移しましたが、衣料繊維事業が前年同期比で減収減益となりました。

（金額：百万円）



6

第2四半期実績 前年同期比増減

2017/11期 2018/11期 金額
比率
（％）

衣料繊維
売上高
営業利益
営業利益率

17,927
865

4.8％

16,261
418

2.6％

-1,665
-446
-2.2%

-9.3%
-51.7%

-

産業機材
売上高
営業利益
営業利益率

10,518
843

8.0％

10,648
655

6.2％

129
-187
-1.8%

1.2%
-22.3%

-

人とみらい開発
売上高
営業利益
営業利益率

17,159
2,732

15.9％

19,395
2,798

14.4％

2,236
65

-1.5%

13.0%
2.4%

-

生活流通
売上高
営業利益
営業利益率

6,374
450

7.1％

6,925
502

7.2％

550
52

0.1%

8.6%
11.7%

-

その他調整 営業利益 -808 -798 10 -

合計
売上高
営業利益
営業利益率

51,980
4,082
7.9％

53,230
3,576
6.7％

1,250
-505
-1.2%

2.4%
-12.4%

-

セグメント別業績の概要
（金額：百万円）
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衣料繊維事業の概況

売上高 16,261百万円 9.3％減↓

営業利益 418百万円 51.7％減↓

売上高

営業利益

（単位：百万円）

＜業績概要＞

原料高騰に伴う売糸需要の減少や学校服
用素材の備蓄時期調整による販売減、一般
衣料用素材の国内向け販売一部後倒しの
影響等により、減収となりました。営業利益
は、販売減に加え、羊毛原料高騰のコスト
アップ等により、減益となりました。

前年同期比で減収減益
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産業機材事業の概況

＜業績概要＞
当第２四半期より新規連結の㈱エミーの業
績が寄与し増収となりましたが、車載電装品
製造ラインのＦＡ装置の期首繰越案件が前
期より少なかったことや、環境用フィルター
等の原料入手難の影響により、減益となり
ました。

売上高 10,648百万円 1.2％増↑

営業利益 655百万円 22.3％減↓

売上高

営業利益

（単位：百万円）

前年同期比で増収減益
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人とみらい開発事業の概況

＜業績概要＞

介護事業でグループホームや特定施設の入
居が進んだことやキッズ事業、保育事業等の
新規施設が貢献し増収となりました。加えて、
商業施設運営事業はリニューアル効果等で
好調を維持し、増益となりました。

売上高

営業利益

（単位：百万円）

前年同期比で増収増益

売上高 19,395百万円 13.0％増↑

営業利益 2,798百万円 2.4％増↑
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生活流通事業の概況

売上高

営業利益

（単位：百万円）

＜業績概要＞

寝装品及びインテリア用品を主とするＥコ
マース事業で軽寝具やＯＥＭ商材が好調
だった事や、ホビークラフト用事業が国内向
け･海外向け販売とも好調に推移し、増収
増益となりました。

前年同期比で増収増益

売上高 6,925百万円 8.6％増↑

営業利益 502百万円 11.7％増↑
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連結貸借対照表/連結ＣＦ サマリー
（金額：百万円）

連結貸借対照表 2017/11 2018/5 増減

流動資産 65,815 68,238 2,422

固定資産 75,308 75,398 89

資産合計 141,124 143,636 2,511

流動負債 34,814 39,201 4,386

固定負債 17,241 15,228 -2,013

負債合計 52,056 54,430 2,373

株主資本 80,352 80,906 553

その他包括利益累計額
7,666 7,276 -390

非支配株主持分
1,048 1,023 -25

純資産合計 89,067 89,205 138

負債・純資産合計 141,124 143,636 2,511

（自己資本比率） 62.4％ 61.4％

連結C/F
2017/2Ｑ

累計
2018/2Ｑ

累計
増減

営業活動によるキャッ
シュフロー 2,811 2,077 -733

投資活動によるキャッ
シュフロー -2,086 -2,969 -882

財務活動によるキャッ
シュフロー 1,724 1,066 -657

現金及び現金同等物の
四半期末残高 16,802 16,264 -537
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2017年11月期第2四半期の設備投資実績(資産計上)は約10億円です。通期の設備投資は製
造設備更新や施設営繕等、合計で約47億円を計画しております。

設備投資額/減価償却費推移 過去5年
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Ⅱ．2018年11月期 業績予想
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2018年11月期 業績予想の概要

売上高 1,130.0億円 （前期比 9.2％増↑）

営業利益 80.0億円 （前期比 4.2％減↓）

経常利益 85.0億円 （前期比 6.5％減↓）

親会社株主に帰属する

当期純利益 53.0億円 （前期比 0.6％増↑）
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事業環境認識

事業部 事業環境

衣料繊維事業

スクールユニフォーム：国内市場は緩やかに縮小
ビジネスユニフォーム：2018年以降はオリンピック特需の見込み
売糸：国内毛糸（ウール）市場は縮小
海外市場：スクールユニフォームは中国市場で拡大の見込み
羊毛原料価格：中国の需要が旺盛、上昇トレンド継続の見込み

産業機材事業
産業資材：車両、環境分野は海外市場で拡大の見込み
生活用資材：テニスガット、釣り糸とも市場は成熟（特に国内）
産業用機械：工場の省力化、自動化の波が今後も持続

人とみらい開発事業
SC･不動産：国内市場は飽和状態
介護・保育事業：国内市場は拡大の見込みも競争激化

生活流通事業
Ｅコマース：引き続き市場拡大の見込み
ホビークラフト：国内・海外市場共に成熟
（ｽﾀﾝﾌﾟ･ｲﾝｸ）
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①成長ドライバーの育成

②構造改革の推進

③グローバル展開の推進

④資本効率を意識した事業運営

⑤チャレンジする人財の育成と成果に報いる人事制度の開発

⑥コンプライアンスの徹底による信頼される企業グループづくり

2018年11月期 重点方針

“未開の分野に目を向け、「高機能商品」「地域Ｎｏ１サービス」の開発と提供
へ挑戦し、みらい生活創造企業を目指す。”
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実績 予想 前期比増減 中計最終年度

2017/11期
2018/11期

金額
比率
（％）

2019/11期

当初 7.12時点

売上高 103,498 113,000 113,000 9,502 9.2％ 120,000

営業利益 8,348 8,000 8,000 -348 -4.2％ 9,000

営業利益率 8.1％ 7.1％ 7.1％ -1.0％ - 7.5％

経常利益 9,089 8,500 8,500 -589 -6.5％ -

親会社株主に帰属
する当期純利益 5,270 5,300 5,300 30 0.6％ 6,300

ＲＯＥ 6.2％ 6.0％ 6.0％ -0.2％ - 7.0％

2018年11月期の業績予想は当初予想通り前年同期比で増収減益の見通し

2018年11月期 業績予想
（金額：百万円）
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セグメント別業績予想

実績 予想 前期比増減 中計最終年度

2017/11期
2018/11期

金額
比率
（％）

2019/11期
当初 7.12時点

衣料繊維
売上高
営業利益
営業利益率

35,957
2,017
5.6％

39,100
2,500
6.4％

37,300
2,000
5.4％

1,343
-17

-0.2％

3.7%
-0.8%

-

44,000
3,300
7.5％

産業機材
売上高
営業利益
営業利益率

20,545
1,657
8.1％

22,100
1,500
6.8％

22,200
1,500
6.8％

1,655
-157

-1.3％

8.1%
-9.5%

-

22,000
1,692
7.7％

人とみらい開発
売上高
営業利益
営業利益率

34,470
5,485

15.9％

37,600
5,250

14.0％

39,500
5,600

14.2％

5,030
115

-1.7％

14.6%
2.1%

-

40,000
6,250

15.6％

生活流通
売上高
営業利益
営業利益率

12,523
656

5.2％

14,200
640

4.5％

14,000
740

5.3％

1,477
84

0.1％

11.8%
12.8%

-

15,000
711

4.7％

その他調整 売上高
営業利益

0
-1,469

0
-1,890

0
-1,840

0
-371

-
-

-1,000
-2,953

合計
売上高
営業利益
営業利益率

103,498
8,348
8.1％

113,000
8,000
7.1％

113,000
8,000
7.1％

9,502
-348

-1.0％

9.2%
-4.2%

-

120,000
9,000
7.5％

（金額：百万円）
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防刃素材「P-TEX」

衣料繊維事業 ＲＮ130第１次中計進捗

ＲＮ130第1次中計

2016/11期
実績

2017/11期
実績

2018/11期
2019/11期

計画当初予想 7.12時点予想

売上高 37,556 35,957 39,100 37,300 44,000

営業利益 2,610 2,017 2,500 2,000 3,300

営業利益率 6.9％ 5.6％ 6.4％ 5.4％ 7.5％

ＲＮ130第1次中計 重点施策等

①制服ビジネスの海外展開
②戦略商材「ＭＩＲＡＩＺ」の拡販
③海外向け売糸、テキスタイル事業の拡大
④機能素材（防炎素材・防刃素材等）の国内外へ

の販売促進
⑤製造力･開発力の強化 等

「ＭＩＲＡＩＺ」 シリーズにプロパー詰襟、別注ブレザー
を新たに投入。6月に展示会を開催し、「ＭＩＲＡＩＺ」ブ
ランドの浸透と拡販を図る。

＜戦略商材「ＭＩＲＡＩＺ」の拡販＞

ニッケ展示会「NIKKE SCHOOL EXPO 2018」の様子

（金額：百万円）
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防刃素材「P-TEX」

産業機材事業 ＲＮ130第１次中計進捗

ＲＮ130第1次中計 重点施策等

①産業用資材
車両用、環境用資材で海外事業を拡大

②生活用資材
「ＧＯＳＥＮ」ブラ ンドを確立し海外へ展開

③産業用機械：
海外で通用する設計・サービス・コストを実現 等

2017年10月に産業用資材および設備の㈱エ
ミーを子会社化。グローバルネットワークと既存の
事業拠点を活用し、海外事業の拡大を図る。

＜産業用資材の海外事業拡大＞

フィルターﾊﾞｸﾞ「ＡＤＭＩＲＥＸ」 不織布ﾞ「ヒメロン」

ＲＮ130第1次中計

2016/11期
実績

2017/11期
実績

2018/11期
2019/11期

計画当初予想 7.12時点予想

売上高 18,775 20,545 22,100 22,200 22,000

営業利益 1,023 1,657 1,500 1,500 1,692

営業利益率 5.4％ 8.1％ 6.8％ 6.8％ 7.7％

（金額：百万円）



21

人とみらい開発事業 ＲＮ130第１次中計進捗

ＲＮ130第1次中計 重点施策等

①ライフサポートビジネスの拡大
②資産効率の改善と、共同プロジェクトによる新規

事業立ち上げ
③ＳＣリニューアルによる顧客満足向上
④保育事業への参入
⑤フランチャイズ事業等の更なる拡大 等

＜ライフサポートビジネスの拡大＞

ニッケグループの総合力を活かし、スポーツ、介護、
キッズ･保育事業の更なる拡大を図る。

ピュアハートキッズランド コロワ甲子園
（2018/4 OPEN）

ぽっかぽっか にっけ保育園北方
（2018/4開園）

2018/上期開業 保育事業：1拠点、キッズ事業：1拠点

ＲＮ130第1次中計

2016/11期
実績

2017/11期
実績

2018/11期
2019/11期

計画当初予想 7.12時点予想

売上高 34,592 34,470 37,600 39,500 40,000

営業利益 5,108 5,485 5,250 5,600 6,250

営業利益率 14.8％ 15.9％ 14.0％ 14.2％ 15.6％

（金額：百万円）
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ＲＮ130第1次中計 重点施策等

①M&Aの実施による各事業セグメントの拡大

②Ｅコマース事業で新たな物流拠点を確立し、収益
拡大を目指す。

③将来性、社会貢献性の高い新規事業の発掘 等

生活流通事業 ＲＮ130第１次中計進捗

＜Ｅコマース事業の拡大＞
2018年3月にネットショップ運営会社㈱ＡＱＵＡを子

会社化。Ｅコマース事業のバリューチェーン強化を図る。

ＲＮ130第1次中計

2016/11期
実績

2017/11期
実績

2018/11期
2019/11期

計画当初予想 7.12時点予想

売上高 10,055 12,523 14,200 14,000 15,000

営業利益 498 656 640 740 711

営業利益率 5.0％ 5.2％ 4.5％ 5.3％ 4.7％

（金額：百万円）

Eコマース事業のバリューチェーン
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Ⅲ．株主還元
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①成長投資と安定的な株主還元のバランスを志向する。

②成長投資については、研究開発投資、Ｍ＆Ａ投資、設備投資、人財投

資など、中長期的な企業価値の向上の観点から積極的に実行する。

③株主還元については、減配しない安定的な配当政策を継続する。配当

性向30％以上を目指し、利益水準に応じて配当を引き上げていく。

自己株式取得を含む総合的な株主還元を充実させる。

資本政策・株主還元
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１株あたり配当

2018年11月期は、１株あたり年間22円を予定



配当性向・総還元性向
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Ⅳ．トピックス
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株式会社ＡＱＵＡの株式取得(2018年3月)

＜株式会社ＡＱＵＡ概要＞

代表者 ：藤井 裕士
本店所在地：横浜市戸塚区戸塚町6002 番地41
設立年月日：2004（平成16）年10 月12 日
資本金 ：1,000 万円
従業員数 ：35 名
事業内容 ：デザイン家電、インテリア雑貨、

化粧品のネット販売・小売
売上高 ：19 億円(直近期)

2018年3月に当社は株式会社AQUA（以下、AQUA）を

完全子会社化しました。AQUAは、自社及び楽天市場、

yahoo!ショッピングなどのネットモールで、「セレクトショップ

AQUA」、「アクアプリモ」の名称で、主に生活家電やインテ

リア雑貨、化粧品などを販売しているネットショップ運営会

社です。当社は、「ニッケグループRN130 第１次中期経営

計画」で、E コマース事業の拡大を掲げており、今後は、商

品企画･卸から小売まで一気通貫したバリューチェーンの

強化を目指して参ります。
WEBショップ「Select + Shop AQUA」のリアルショップ 町田マルイ店

AQUAが運営するネットショップサイト https://www.importshopaqua.com/
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「安碧克（上海）貿易有限公司」の事業拡大

＜安碧克（上海）貿易有限公司の概要＞

所在地 ：中国上海市長寧区
設立日 ：2012（平成24）年5月29日
出資比率：アンビック株式会社（当社100％子会社）
事業内容：集じん用フィルター等の不織布製品の販売
売上高 ：103百万人民元（直近期）

＜増資内容＞
増資金額 ：ＵＳ＄１,０００,０００
増資後資本金 ：ＵＳ＄２,０００,０００
増資引受人 ：アンビック株式会社
払込時期 ：２０１８年７月実施

集じん用フィルター

当社は、「ニッケグループRN130第1次中期経営計画」

で、海外ビジネスの拡大を基本戦略に掲げ、産業機材事

業においては、中国市場に向けた環境装置の拡販に注力

してきました。安碧克（上海）貿易有限公司は、当社の連

結子会社 アンビック株式会社（本社：兵庫県姫路市）の１

００％子会社として２０１２年に設立され、中国市場に向

けた集じん用装置などの製品の販売を担い、中国におけ

る深刻な大気汚染を背景とした環境規制強化を追い風に

業容を拡大してきました。今般、増資を行うことにより更な

る事業拡大を図って参ります。



バイリンガル幼児園 「Kids Duo International

ニッケコルトンプラザ市川」開園予定（2019年4月）
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＜概要＞

①名称：Kids Duo International ニッケコルトンプラザ市川
②所在地：千葉県市川市鬼高1 丁目1－1 ニッケコルトンプラザ内
③施設面積：2,471 ㎡（園庭含む）
④開園日：2019 年4 月1 日
⑤対象年齢：年少々～年長（2 歳児～5 歳児）
⑥開園時間：月曜日～金曜日 9：00～17：00（土日祝休、延長保育あり）

⑦定員 432 人（4 学年、合計15 クラス）

株式会社ニッケライフは、認可保育・学童保

育事業に続く第３弾としてバイリンガル幼児園

を2019 年4 月開業予定のニッケコルトンプラ

ザ･（仮称）新アネックス棟（千葉県市川市）に

開園します。認可外保育を運営するに当たって

は、「Kids Duo International」（キッズデュオイ

ンターナショナル）を運営する株式会社やる気ス

イッチグループホールディングス傘下の株式会

社拓人こども未来と提携し、フランチャイズ方

式で園の運営を行って参ります。

【新アネックス棟アウトモール側外観イメージ】

【園内イメージ（新アネックス棟2階）】
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自己株式の取得

当社は、2018年２月２７日開催の取締役会において、会社法第１６５条第３項の規定により読み

替えて適用される同法第１５６条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議し、2018

年４月２７日をもちまして買付け（約定ベース）を終了致しました。

取得した株式の種類 ： 当社普通株式

取得した株式の総数 ： １,０００,０００株

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合：１.３６％）

株式の取得価額の総額 ： １,０９４,１００,０００円
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Ⅴ．参考資料



会社名 日本毛織株式会社（通称ニッケ）

本社 大阪市中央区瓦町３丁目３－１０

代表者 代表取締役 富田 一弥

設 立 １８９６年（明治２９年）１２月３日

資本金 ６,４６５百万円

連結売上高 １０３,４９８百万円（2017/11時点）

従業員数 連結：４,８９９名 単体：５１０名（2017/11時点）

上場区分 東証1部

単元株 １００株
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会社概要
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沿革
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事業紹介 衣料繊維/産業機材事業
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事業紹介 人とみらい開発/生活流通事業
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羊毛相場・為替相場の推移について

AUC￠/kg 円/US$
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株価チャート 期間：2017/6/1～2018/5/31（直近1年）

ニッケ

日経平均

＜日経平均比較チャート＞

＜当社株価チャート＞
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本資料中の業績予想、見通しおよび事業計画についての記述は、本決算発表日現在において入手可
能な情報に基づき作成したものであり、記載された将来の業績を保証するものではありません。

ＩＲに関するお問い合わせ
ニッケ（日本毛織株式会社）

経営戦略センター総務法務広報室
TEL 06-6205-6601


